
令和８年度
発寒東小学校
研究全体会

２０２６．４．17
開始時刻：１４：３５〜

　
場所：職員室　
司会：松本先生　
記録：村井先生：



全体会の内容　

１．本校の児童の実態

２．昨年度の研究の成果と課題

３．今年度の研究について（研究主題、視点）

４．今年度の研究について（具体的な内容）

５．諸連絡（「学び」のススメ＆方向、指導案）

６．教頭先生より　　　

７．校長先生より



１．本校の児童の実態
　
　～学力テスト 、児童アンケートの  結果から～



学力テストの結果

得意〜国語：話すこと聞くこと　　

　　　算数：測定、データの活用　　

苦手〜国語：書くこと　

　　　算数：変化と関係

熟慮を要する問題より、情報を基にすぐ
に正解を見つける問題が得意という傾向
が表れている。

R７年度は二極化が表れている学年があっ

た。文章を書くこと自体も苦手とは思われる

が、「書くこと」の問題文を読み解くことが苦手と

思われる。



アンケート



アンケート



アンケート



２．昨年度の研究の　
　　成果と課題



学校全体を通しての成果

◎「～たい」を引き出す目的意識の定着  

◎「自己選択」による主体的な学びの実感

◎ICT（タブレット・スクールタクト等）に
　よる「他者参照」の日常化

◯単元のゴール（発表会、お店屋さん、
新聞作り等）を明確に設定したことで、
子どもたちのモチベーションが高まり、
特に低学年では学習への深い没頭や
想定を超える発想が見られました。

◯算数でのコース選択や、学習方法
（一人か友達か）の選択肢を提示したこ
とにより、子どもたちが「自分で勉強して
いる」という実感をもち、意欲的に取り組
む姿が確認されました。

◯ICTを活用して友達の考えを即時に
見られる環境を整えたことで、「どうやっ
て考えたかパソコンで見てみたい」と自
己調整を伴う交流が生まれました。ま
た、アドバイスや動画を手本にして自分
の動きと比べるなどの活用も見られまし
た。



学校全体を通しての課題

△意欲の持続と「再着火」のアプローチ

△「コーディネート」の具体化と「デジタル
放任」の回避　　　

△「協働」の質と自走の姿を
　より具体的に

△導入で意欲は高まるものの、途中で
「ガス欠」になったり、活動が遊び化した
りする場面があり、学習と「～したい」を
結び直す「再着火」の工夫が課題であ
る。
そもそも着火していなかった、火の着き
方、着く場所が違うということもないよう
に配慮が必要である。

△「個別・協働・選択のコーディネート」
が抽象的で、子ども主体の学びが「デジ
タル放任」にならないよう、教師の見極
めと適切な伴走が求められている。

△協働が形だけに終わったり、考えを
表現する経験が不足したりする課題が
あった。また発達段階に応じた自走の
姿の設定していく必要がある。
また、大前提として、本質を見失わない
ように、教科や単元のねらいにそって深
い学びになるように授業実践をしてい
く。



３．今年度の研究
　　について
　　（研究主題、視点）



３年計画の２年目

研究主題
・自走する子の育成



〇自走する子とは・・・？
（発寒東　学校経営の方針と重点　参照）

　「学びのコントローラー」 を自分自身で握っている子ども の
ことと捉える。

　教員が背中を押し続けなければ止まってしまう状態では
なく、自ら目的や目標を見いだし、必要な手段を選択し、困
難にぶつかっても軌道修正しながら進み続けられる子ども
を育成していく。







やってみたい

未知への挑戦、

⾏動への意欲

聞きたい

他者への関⼼、

知的好奇⼼

伝えたい

表現の欲求、繋

がる喜び

解決したい

問いへの探究、

納得解への追求

多様な「〜たい」を価値づける



単元を通じた「〜たい」の持続



多くの先⽣⽅が、単元の導⼊で「〜たい」をイ

メージされます。しかし、真に価値があるの

は、導⼊だけでなく、単元を通して数多くの場

⾯で「〜たい」が⽣まれ続ける状態です。
今年度の挑戦：

 「〜たい」の「質」を向上させる

導⼊の「⼀発」で終わらせない



【実践例】6年 社会科

「江⼾幕府と政治の安定」

「なぜ江⼾幕府は265年も続いたのか？」

という問いからスタート。単なる「調べた

い」を、⼦どもの予想に基づいた単元構築

へと昇華させます。

武⼒、ルール、それとも仕組みか。⼦ども

たちの仮説に沿って学ぶことで、毎時間が

「確かめたい」という質の⾼い活動に変わ

ります。



予想：武⼒で抑えたのでは？ → 鉄砲の制限や軍役の⼯夫を取り上げる。

予想：ルールを厳しくしたのでは？ → 武家諸法度や禁中並公家諸法度を学ぶ。

予想：⼤名を監視したのでは？ → 参勤交代や親藩‧譜代‧外様の配置を分析する。

教師の役割： ⼦どもの予想と学習内容を「つなぐ」ことで、主体性が持続する。

⼦どもたちの予想を単元の軸にする



振り返りの⼯夫

次の「〜たい」が⽣ま

れる問いかけになって

いるか？

選択の余地

学び⽅や資料を⼦ども

⾃⾝が選べる場⾯はあ

るか？

調整の機会

⾃分の進捗に合わせて

計画を修正できている

か？

質の向上を⽀える「3つの仕掛け」



Qual.
「〜たい」の質を最⼤化する

私たちは1年間、この「〜たい」を中⼼に据え

て取り組んでいきます。形だけの活動を超え、

⼦どもたちが⾃⾛する授業を、共に創り上げて

いきましょう。

今年度のゴール



４．今年度の研究
　　について
　　（具体的な内容）



R７年度 自走のイメージを共有する１年　子どもにとっては土台作り
どの場面で自走の姿が見えたか、どのような仕掛けをしたのか等を共有し、日常の
実践に生かしていく。
視点が研究の主題に向かうものになっているか、実践を通して確かめていく。

R８年度 自走を促す１年　
別件で生成AIの実践発表会を９月に実施（講師　札幌国際大学　安井先生）

全校研➡低中高（協力者、助言者、指導主事なし）

R９年度 自走を確立する１年
春の札教研を研究会代わりとする

①春の札教研➡低中高から１人ずつ授業公開、分科会も３会場

事後研として、②全校研、③部内研を行う
全員（※専科教員も含む）が①～③のいずれかの授業を行う。

R８年度



具体的な内容　

①研究教科について

〇教科は自由

　　ただし、実施される単元や学習内容が、

必ず「視点１・視点２」に合致していること。

　　教科や単元のねらいに沿って授業を構築することも重

要である。



具体的な内容　

②全校研について
〇（低・中・高の３本）と部内研で実践を行う。

　

〇公開する本時について、学年で同じ単元は可。ねらい

　次第では同じ本時での実施も可とする。

（その方が自走というイメージを学年で共有できるのなら）



具体的な内容　

③部会について

〇すずらん　田中T～低学年　石黒T～高学年

　担任外　　尾形T～低学年　小瀧Ｔ～中学年

　　　　　　森田Ｔ～高学年　大滝Ｔ～全体的に

　　　　　　※相談可です。

　



５．諸連絡

～「学び」の方向＆ススメ、指導案～



〇「学び」のススメ、方向

⇒来週の参観懇談の際に配付お願いします。

　「学び」のススメ➡子ども用、「学び」の方向➡保護者用

〇指導案

⇒今後の研修日に予定されています「指導案書き方研修」

　にて説明させていただきます。



６．教頭先生から

７．校長先生から


